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３
月
１６
日
、
東
京
・
西
神

田
の
「D

I
N
A
G
Y
A
N
G

」
で

経
済
学
部
・
室
井
義
雄
ゼ
ミ

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
∥
写

真
。
同
ゼ
ミ
は
、
１
９
８
５

年
か
ら
今
年
３
月
ま
で
合
計

２
７
８
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
ほ

ぼ
２
年
ご
と
に
交
流
会
を
開

き
、
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
現

役
生
も
参
加
し
て
、
ゼ
ミ
活

動
の
一
環
と
し
て
も
、
時
空

を
超
え
た
つ
な
が
り
を
創
っ

て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が

ユ
ニ
ー
ク
。
１４
回
目
と
な
っ

た
今
回
は
、
第
１
期
生
か
ら

現
３
年
次
生
の
第
２８
期
生
ま

で
２４
世
代
、
７９
人
が
参
加
し

た
。
中
に
は
遠
く
愛
知
県
か

ら
駆
け
つ
け
た
卒
業
生
も
い

た
。第

１
期
生
の
藤
盛
昭
博
氏

が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
、
現

４
年
次
生
の
古
川
裕
美
さ
ん

の
司
会
で
会
が
進
め
ら
れ

た
。
参
加
し
た
卒
業
生
５６
人

を
代
表
し
て
８
人
が
近
況
報

告
を
行
い
、
歓
談
し
た
。

最
後
は
、
第
２
期
生
の
戸

谷
正
幸
氏
に
よ
る
「
川
越
締

め
」で
締
め
く
く
っ
た
。幹
事

役
は
、
古
川
裕
美
さ
ん
の
ほ

か
、
同
じ
く
現
４
年
次
生
の

鈴
木
千
里
さ
ん
が
務
め
た
。

（
室
井
義
雄
）

校
友
落
語
家
の
立
川
談
修

さ
ん
（
平
７
法
・
写
真
）
が

４
月
、
真
打
ち
に
昇
進
し

た
。談

修
さ
ん
は
、
専
大
を
卒

業
後
９５
年
に
立
川
談
志
に
入

門
。
入
門
１９
年
目
の
昇
進
と

な
っ
た
。
４
月
２６
～
２８
日
に

東
京
・
三
宅
坂
の
国
立
演
芸

場
で
開
か
れ
る
立
川
流
落
語

会
の
中
で
披
露
口
上
を
行

う
。
６
月
９
日
に
は
同
演
芸

場
で
昇
進
披
露
落
語
会
を
開

く
。

「
学
生
時
代
の
学
び
や
体

験
が
今
の
研
究
の
基
盤
に
な

っ
て
い
ま
す
」

専
大
で
法
学
を
学
び
、
管

理
栄
養
士
か
ら
学
者
の
道
に

入
っ
た
。
老
年
栄
養
学
、
臨

床
栄
養
学
、
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
専
門
に
、
甲
子
園

大
学
（
宝
塚
市
）
の
教
壇
に

立
つ
。
専
門
分
野
に
臨
む

時
、
社
会
の
規
範
で
あ
る
法

学
の
存
在
が
根
底
に
あ
る
こ

と
を
実
感
す
る
。

「
回
り
道
し
た
ね
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
そ

れ
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

宝
塚
市
の
出
身
。
幼
い
こ

ろ
に
父
を
亡
く
し
、
母
一
人

子
一
人
で
育
っ
た
。

「
中
学
の
社

会
科
教
師
を
し

て
い
た
母

か

ら
、
『
女
性
も

一
生
を
通
じ
て

働
け
る
職
を
も

つ
こ
と
が

大

事
』
と
常
々
言

わ
れ
、
独
立
心

を
植
え
付
け
ら

れ
ま
し
た
」

高
校
を
卒
業

後
、
故
郷
を
離

れ
て
専
大
に
入

学
、
日
髙
義
博

教
授
（
現
学
長
）
指
導
の
刑

法
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
１
、
２

年
次
の
日
髙
教
授
の
授
業
で

「
学
生
の
目
か
ら
見
て
も

『
新
進
気
鋭
の
先
生
』
と
い

う
感
じ
。
さ
わ
や
か
な
笑
顔

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。

日
常
の
ゼ
ミ
活
動
に
加
え

て
、
信
州
で
の
合
宿
で
テ
ニ

ス
を
し
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
「
か
つ
て
軟
式

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
私
の

テ
ニ
ス
姿
を
見
て
、
先
生
が

褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
を
、

き
ち
ん
と
見
て
く
だ
さ
る
方

で
し
た
」

栄
養
学
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
専
大
在
学
中
だ
。「
一
人

暮
ら
し
で
食
生
活
が
不
順
な

上
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
体
調
を

崩
し
て
し
ま
っ
て
。
食
の
大

切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
」

卒
業
後
、
都
内
の
栄
養
学

校
で
学
び
、
栄
養
士
、
そ
し

て
管
理
栄
養
士
に
。
そ
の

間
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
、

給
食
配
給
会
社
な
ど
の
現
場

を
踏
み
、
実
務
経
験
を
重
ね

る
こ
と
で
現
場
が
抱
え
る
問

題
に
興
味
が
募
り
、
栄
養
学

へ
の
探
究
心
が
深
ま
っ
た
。

働
き
な
が
ら
国
際
医
療
福

祉
大
学
大
学
院
福
祉
課
程
で

医
療
福
祉
を
修
め
、
さ
ら
に

静
岡
県
立
大
学
大
学
院
生
活

科
学
研
究
科
で
栄
養
疫
学
の

研
究
に
取
り
組
み
、
博
士
後

期
課
程
満
期
退
学
。
３
年
前

か
ら
現
職
に
。

研
究
室
は
、
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
学
生
た
ち
で
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

だ
。
「
人
に
教
え
る
に
は
今

の
３
倍
学
べ
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
い

ま

す
」
。
研
究
室
に
集
ま
る
学

生
を
２０
数
年
前
の
自
分
に
重

ね
合
わ
せ
て
い
る
。

２
月
２３
日
、
横
浜
市
の
新

横
浜
国
際
ホ
テ
ル
で
経
営
学

部
・
田
口
冬
樹
ゼ
ミ
の
３５
周

年
記
念
祝
賀
会
が
卒
業
生
、

現
役
生
、
大
学
院
生
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
し
開
催
さ

れ
、
卒
業
生
と
現
役
生
が
交

流
を
深
め
た
∥
写
真
。

第
１６
期
生
の
上
田
啓
吾
さ

ん
（
鳥
取
県
赤
碕
ダ
イ
ハ
ツ

経
営
）
、
第
６
期
生
の
村
田

朗
さ
ん
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

教
育
訓
練
部
）
が
近
況
報
告

を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
動

向
を
解
説
。
現
役
生
に
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

現
役
生
か
ら
ゼ
ミ
活
動
報

告
と
田
口
ゼ
ミ
の
歴
史
、
さ

ら
に
昨
年
、
神
奈
川
産
学
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
田
口
チ
ー

ム
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
た
。

親
交
の
あ
る
米
イ
リ
ノ
イ

大
学
シ
カ
ゴ
校
の
ロ
バ
ー
ト

・
ワ
イ
ガ
ン
ド
氏
（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
教
授
）
と
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト

リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
ル
イ

・
ブ
レ
ナ
ン
氏
（
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
教
授
）
の
祝
福

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
両
教
授
の
田
口
ゼ
ミ
で

の
講
義
や
学
生
と
の
思
い
出

が
紹
介
さ
れ
た
。

田
口
教
授
は
３５
年
の
ゼ
ミ

指
導
を
振
り
返
り
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は

人
の
心
に
働
き
か
け
、
人
の

心
に
満
足
を
創
り
出
す
活
動

に
あ
り
、
そ
の
前
提
に
は
信

頼
関
係
の
構
築
と
維
持
が
不

可
欠
。
社
会
に
と
っ
て
必
要

な
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
卒
業
生
も
現
役
生
も

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

第
６
期
生
の
西
村
勉
さ
ん

（
三
井
住
友
銀
行
東
京
外
為

事
務
部
）
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

会
長
に
推
薦
さ
れ
た
。
記
念

写
真
の
撮
影
も
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
閉
会

し
た
。

（
田
口
冬
樹
）

１３
年
度
中
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
前
期
）
の
留
学
生
２６

人
が
決
ま
っ
た
。
氏
名
・
留

学
先
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

〈
英
語
・
社
会
知
性
開
発
コ

ー
ス
‥
前
期
〉

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
ア
メ
リ

カ
）
▽
杉
本
亜
希（
経
済
３
）

▽
水
谷
芽
里
（
経
営
２
）
▽

菊
池
涼
（
経
営
２
）
▽
西
生

健
太
郎
（
商
３
）
▽
天
谷
夏

実
（
文
３
）
▽
新
保
彩
（
文

３
）
▽
渡
邉
ま
り
の（
文
３
）

▽
小
川
愛
果
（
文
３
）
▽
滝

元
晴
香
（
人
間
科
学
２
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
▽
和
田
隆

宏
（
経
済
３
）
▽
岩
田
梨
加

（
経
済
３
）
▽
杉
原
亮
一（
経

済
３
）
▽
阿
部
円
香
（
経
済

３
）
▽
川
上
純
平
（
二
部
経

済
３
）
▽
池
田
翔（
経
営
３
）

▽
廣
瀬
佑
斗
（
経
営
３
）
▽

長
尾
美
津
希
（
文
３
）
▽
新

実
樹
（
文
２
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）
▽
川
口
智
司

（
経
済
３
）
▽
栢
之
間
隆
介

（
経
済
２
）
▽
中
川
智
貴（
経

営
３
）
▽
竹
内
洋
介（
商
３
）

▽
谷
慎
一
朗
（
文
３
）
▽
田

中
希
望
（
文
３
）
▽
三
田
加

奈
子
（
文
３
）
▽
若
井
雅
弘

（
文
３
）

今
野

邦
廣
氏
（
こ
ん
の

・
く
に
ひ
ろ
∥
昭
３８
）
㈱
バ

イ
テ
ッ
ク
の
新
社
長
に
４
月

１
日
付
で
就
任
。
本
社
∥
東

京
都
。
半
導
体
お
よ
び
電
子

部
品
の
販
売
、
ほ
か
。

〈
千
葉
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
４
月
２７
日
（
土
）
１１
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅
か

ら
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」

山
田
德

雄
氏
☎
０
９
０
（
３
６
９

７
）
６
７
８
４

〈
石
川
県
支
部
総
会
〉

▽
４
月
２７
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
東
口
よ
り

徒
歩
３
分
「
ホ
テ
ル
日
航
金

沢
」

丹
後
智
浩
氏
☎
０
７

６
（
２
５
５
）
１
９
３
１
※

岡
田
直
樹
事
務
所
内

〈
宇
部
・
山
陽
小
野
田
支
部

総
会
〉

▽
５
月
２５
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
山
口
県
山
陽
小
野

田
市
「
村
上
旅
館
」

山
田

浩
三
氏
☎
０
８
３
６
（
５４
）

０
１
１
１
※
㈲
モ
ー
ス
ト
内

「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は

S
p
o
r
t
s

E
x
p
e
r
t

対
談

と
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
も

か
か
わ
っ
た
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
社
の
首
藤
正
徳
さ
ん

（
昭
６３
経
済
）
と
全
日
本
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
ア

ナ
リ
ス
ト
の
渡
辺
啓
太
さ
ん

（
平
１８
ネ
ッ
ト
情
報
）
に
話

を
伺
っ
た
。

校
友
会
職
域
支
部
の
専

修
大
学
法
曹
会
が
主
催
す

る
「
無
料
法
律
相
談
会
」

（
後
援
∥
校
友
会
、
今
村

法
律
事
務
所
）
の
開
催
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
今
村
法
律
事
務
所


０３
（
３
２
６
４
）
１
７

２
１
ま
で
。

相
談
に
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
８
号
館
１
階
「
今
村
記

念
法
律
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

４
月
１７
日

５
月
２２
、
２９
日

６
月
５
、
１２
、
１９
、
２６
日

７
月
３
、
１０
、
１７
、
２４
日

９
月
１１
日

１０
月
１６
日

１１
月
１３
日

１２
月
１１
日

１
月
１５
日

２
月
１２
日

３
月
１２
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９

時
３０
分

本
紙
第
５
１

０
号（
３
月
）の

１１
面
の
訃
報
記
事
で
、「
中
山

正
博
氏
」
と
あ
る
の
は
「
中

山
雅
博
氏
」の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

真
打
ち
に
昇
進

２４世代７９人が参加

３５周年記念祝賀会

平
７

法

立
川
談
修
さ
ん
（

）

経済・室井ゼミ

１４回交流会

経営・田口ゼミ

１００人出席

お
わ
び

ア
ド
ニ
ス
６３
号
刊
行

無

料

法

律

相

談

中
期
留
学（

）に
２６
人

前
期

専大時代の体験が栄養学研究に役立つ

甲
子
園
大
学
栄
養
学
部
専
任
講
師

み
や

も
と

け
い

こ

宮
本

啓
子
さ
ん

道草遊姫

（
平
４
法
）

「あこがれの大学生」
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